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指標 単位 

基準値 目標値 

2018年度 

(平成30年度) 

2025年度 

(令和7年度) 

2030年度 

(令和12年度) 

点検済橋梁数（2巡目）   ★ 橋 0 394 394 

安全対策が必要な交差点  ★ 箇所 41 0 0 

区画整理区域内の都市計画道路の整備延長 ★ ｍ 1,579 1,759 2,403 

（都）大橋線・唐船線の整備延長 ★ ｍ 200 533 658 

市内循環バス利用者数  ★ 人 22,133 28,000 28,000 

圏域バス利用者数  ★ 人 11,803 12,400 12,400 

市内ＪＲ駅1日平均乗車客数                     人 5,377 5,500 5,500 

デマンドタクシー利用者数  ★ 人 338 600 600 

 

 

 

赤穂市橋梁長寿命化修繕計画 

 

項目 主要な取組 

１ 市内幹線道路等の整備促進 

◇国道・県道の交通円滑化や安全性向上を図るため、国・県に対して

要望活動の実施 

◇地籍調査事業を先行実施することによる円滑な事業実施 

◇都市計画道路の整備促進 

（有年駅北線、有年駅南線、野中浜市線、塩屋野中線、赤穂大橋線、唐船線）  

◇自転車活用のためのサインなど、自転車利用空間の整備促進 

２ 橋梁等道路施設の適切な維持管理 

◇点検や補修対策の適切な実施と状況に応じた速やかな緊急対策

による施設の安全性確保 

◇長寿命化と維持管理の効率化によるライフサイクルコスト※１の抑制 

◇ＰＤＣＡサイクルによる見直しを通じた施設ごとの安全性確保と

より効率的な修繕計画の実現 

３ 通学路の安全性向上 
◇交通量の多い交差点から順次整備実施 

◇国道・県道との交差点について事業実施時期などの調整 

４ 公共交通の充実 

◇市内を運行する路線バスの維持・確保 

◇地域の実情に応じた持続可能な公共交通の充実 

◇市内循環バス・定住自立圏による圏域バスの運行の充実 

◇有年地区におけるデマンドタクシーの運行の充実 

◇ＪＲの利便性の向上に向けて関係機関への積極的な働きかけ 

関連個別計画 

施策の展開 

目標指標 

※１ライフサイクルコスト…製品や構造物（建物や橋、道路など）が整備されてから、その役割・供用を終えるまでに必要となる総費用額。 

★ 
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快適  自然環境と都市環境とが調和した住みやすいまちづくり 

（4）快適で魅力ある都市空間の形成 

⑫利便性・機能性の高い道路網と公共交通体系を構築する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国・県に対し、国道2号へのアクセス向上など、国道・県道の整備促進を要請し、市内外の交流の

活性化や市内交通の円滑化を図るため、機能的で有機的な幹線道路、生活道路を整備することに

より、地域の産業経済活動を支えるとともに、市民生活の利便性、安全性の向上を図ります。 

また、安全で快適な道路環境を維持するため、橋梁等道路施設点検や点検結果に基づく適切な

修繕を行い施設の長寿命化※１を図ります。 

市民・交通事業者・行政が連携し、市民の利便性の向上と地域の実情に応じた持続可能な公共

交通の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

施策の方針 

◆国道2号や主要地方道など市内幹線道路のネットワークの向上による、さらなる人・モノの円

滑な流れと災害時の代替性の確保が求められています。 

◆国道250号高取峠は、急カーブや急こう配の箇所があり、交通事故が多く、トンネル化等に

よる安全性向上が求められています。 

◆都市計画道路の整備促進が求められています。また、交通需要の変化に伴う都市計画道路の

見直し検討結果に基づいた適切な事業推進が求められています。 

◆健康増進やレジャーなど身近な交通手段としての自転車の活用が必要です。 

◆高度経済成長期に造られた橋梁など多くの重要な道路施設の老朽化に伴う適切な維持管理

が必要です。 

◆児童を巻き込む痛ましい事故を踏まえた通学路交差点等の安全性向上をはじめとした、誰も

が安全に通行できる道路環境などの整備が求められています。 

◆公共交通においては、通勤通学者や交通弱者の移動手段の確保など、誰もが安心して暮らし

続けるために必要な利便性が求められています。 

 

現状と課題 

※１長寿命化…消耗品やインフラ等の耐久性を向上させ、改修や補修等により施設が長持ちするようになること。 

市内循環バス「ゆらのすけ」 




